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東北日本における非地震性沈み込みとプレート間物質

Aseismic subduction in the NE Japan and materials at the plate boundary
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プレート境界における地震発生の物理を理解するためにはアスペリテイの分布、岩石の物性、とプレート境界

における水と含水鉱物の存在が重要である。これらを調べるため、１９９６年と２００１年において地震観測を

行った。１９９６年の観測結果から、三陸沖北緯３８度４０分から３９度に存在する地震空白域を横断する南北測

線上で地震空白域の領域だけが強いＰＰ反射相を持っていることがわかった。走時インバージョンの制約から厚さ

は数１００ｍ以下、強い反射波を作るに必要な音響インピーダンス比からＶｐ＝３－４ｋｍ／ｓが得られた。２０

０１年は、東西１００ｋｍと広がる地震空白域全体が同じ様な性質を持っているのかどうかに焦点をあてた観測を

行った。震源、観測点、１／ｒの距離による減衰を補正して反射点の場所と地震活動度を比較した。その結果、日

本海溝斜面において、地震活動とプレート境界反射波の間に強い相関があることがわかった。地震活動度が低い地

震空白域ではプレート境界から強い反射波が返ってくる。プレート境界に沿っては、海面からプレート境界までの

深さ１８ｋｍにおいて、著しい反射強度が観測された。

入射角の影響の評価と波形の特徴を説明するため、有限差分法（ＦＤＭ）を用いて南北測線の不均質構造に沿っ

た波形を計算した。計算には５Ｈｚリッカーウエーブレットを用い、Ｑ構造を仮定した。観測波形と比較のため、

これにも１／ｒの補正をした。プレート間物質のＶｐ、Ｖｓ、厚さを変えて、観測されるような波形が得られるか

どうかを確かめた。その結果、反射波の強度から、プレート境界に有る物質は厚さ１００ｍ程度、縦波速度が２－

４ｋｍ／ｓか、低い横波速度を持つ必要が有ることがわかった。

仮にＶｐ＝２ｋｍ／ｓとしたとき、この深さにおいてはこの値はきわめて特異と考えられる。このような物質

としては流体の水、粘土、極度に変質した蛇紋岩、あるいは生物殻＋水などが考えられる。Ｖｐ＝４ｋｍ／ｓとし

たとき、大きなＶｐ／Ｖｓを必要とする。これは岩石の変質度が大きいか、流体の関与を示唆する。また、ＰＰ反

射強度が強いことからＳＳ反射強度も強いことが予想されるが、予想に反し測線３においては大きな振幅のｐＳ変

換波が有るにも関わらず、ＳＳ反射波も観測されなかった。これを説明するにはＳ波の吸収層を考えねばならない

かもしれない。

このような物質は、力学的強度も小さく、プレート沈み込みに伴う歪みを安定すべりにより解放する事が考え

られる。従って、強いＰＰ反射波が観測されるような場所は非アスペリテイに相当し、巨大地震の震源となりにく

いと考えられる。


